
































































が吹奏楽の分野で呼気能力測定の可能性を示したのを知り、声楽の分野での効用も期待され導入を決めた。      
 本稿では、教育現場における科学的発声指導法の確立を目指し、先ず着手した探査的検討の結果 述べる  
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   ①最大呼気圧 （排出弁全閉） 
   ②呼気持続時間 20mmHg（排出弁全開）        










 2.2. 自作測定器について 
    




発声姿勢 初心者 経験者 
1 発声時重心位置 不安定 安定 
2 重心安定性靴の効果 僅少 顕著 
3 重心動揺面積 大 小 
4 重心移動距離 大 小 
5 前後方向 大 小 




















































2.1. 呼気能力調 における測定量 
 計測量は次の２項目３種類である。 
   ①最大呼気圧 （排出弁全閉） 
   ②呼気持続時間 20mmHg（排出弁全開）        










 2.2. 自作測定器について 
    




発声姿勢 初心者 経験者 
1 発声時重心位置 不安定 安定 
2 重心安定性靴の効果 僅少 顕著 
3 重心動揺面積 大 小 
4 重心移動距離 大 小 
5 前後方向 大 小 













   
    
    
    
    
    






















































   ①最大呼気圧 （排出弁全閉） 
   ②呼気持続時間 20mm 弁全開）       










 2.2. 自作測定器について 
    




発声姿勢 初心者 経験者 
1 発声時重心位置 不安定 安定 
2 重心安定性靴の効果 僅少 顕著 
3 動揺面積 大 小 
4 移動距離  小 
5 前後方向  小 




































  2.4. 探査的実験の成果






















No M/F 最大呼気圧 





1 M 106 38 42 
2 F 52 27 48 
3 F 92 30 44 
4 F 40 不可 51 
5 F 80 17 45 
6 F 82 30 53 
7 F 92 30 49 
8 F 100 29 42 



































































小原研究室調整前 小原研究室調整後  













No M/F 最大呼気圧 





1 M 106 38 42 
2 F 52 27 48 
3 F 92 30 44 
4 F 40 不可 51 
5 F 80 17 45 
6 F 82 30 53 
7 F 92 30 49 
8 F 100 29 42 



































































小原研究室調整前 小原研究室調整後  













No M/F 最大呼気圧 





1 M 106 38 42 
2 F 52 27 48 
3 F 92 30 44 
4 F 40 不可 51 
5 F 80 17 45 
6 F 82 30 53 
7 F 92 30 49 
8 F 100 29 42 



































































小原研究室調整前 小原研究室調整後  




























































































 萩谷器 小原器 
静的気圧計感度 基準値 萩谷器と一致 
呼気吹き込み抵抗感 かなり強い 弱い 
呼気持続時間実測値 基準値 長くなる 
排気弁(空気分流部品) ２分岐型 ３分岐型 




























































入学時 1年経過後 小原研究室調整後  

































 萩谷器 小原器 
静的気圧計感度 基準値 萩谷器と一致 
呼気吹き込み抵抗感 かなり強い 弱い 
呼気持続時間実測値 基準値 長くなる 
排気弁(空気分流部品) ２分岐型 ３分岐型 




























































入学時 1年経過後 小原研究室調整後  
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